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に も之 を見 た。 Asopillaeには 臨時 的 （facu］ta七ive＞の 食植性 の もの は 少 くな く、

本 邦 で も楚南仁博氏が 記鋒 し て ゐ る e

’）
然 し純粹 の 食植性 の もの は その 例稀 で

、

本種 の 口 吻 （rostrum ）が他の Asopinae に 比 して細 く、 外觀 Pen 七atorlinae の

それ に類 する の 竜、恐 ら くこ の 習性 と關係 あ る もの で あ ら5 。

　更 に本種 を綵 集 し 、 且 飼育 す る lewaして 、顯 著 な る發 音 （stridulatio11 ） の 習

性 あ る こ と を發 見 した
門

その 發音器 を 見 る に、鑪板 （file） は 後 胸背後 牛」二 に存

し、 中胸 小楯板 の 下 側方 に位置 し ， 黒 色 卵形 の 盤献 を な し、 靜 止 の 状態 に て は

翅 に覆は れて 見 2 ず、 櫛齒列 （e 。mb ） は後 翅下 面、第三 徑 賑 （人 に よ b脈の 稱

呼 異 る） の 墓部に近 く存 し 、 齒 の 數は約 二 十 個 で あ る
。 更 に第一腹節 と第二 腹

篩 との 背 板 の 間 に顯著 な る皷膜 が あ る
。 後 胸背の 後孚及 び 第一腹箚 は 内方 に縱

走 せ る筋 肉に よ 6前後 に 自由に動 く。
こ の 際鑪板は 後翅下 面 の 櫛 歯 列 を麈擦

し、顯著 な る昔 を發 す る
。 鑪 板 の 前後 に動 く速 さ は 毎秒五 六 囘で

、

一
囘 の 發音

時間 は 約
一

秒 で あ る．音 は恰 も カ ミ キ y ム シ の 前胸部に て 發 す る 音 に類 似 して

ゐ る
。 發音 器官は 雌 雄 共 に之 を有 し、 發昔 する 時は 不 定の 如 く、 數囘連績 して

發音 す る こ とが 甚だ多 い
n

　 こ の 種 の 發音器 の 構造 は Tessaraむo皿 illaeの TeSSCtTato？na 　paloillosa　TEt’−N 　BF．　i｛G

（印度 、 支那）に就 い て MUIR 氏 力∵
｝
夊 同亜科 の 　Eu ，ret，ms 　val ・idms　DALi）．is （臺灣）

に就 い て 楚南氏
ヨ）

が發表 し た 發音 器官 とその 構 造は 全 然 同 一
で 、

こ の 類似甚 だ

近 か らざ る Asopinae と Tessaratominae と の 間 に全 然 同 一 の 器官の 存 す る 1

とは
、 實に奇 異 な こ とで 、 又 興味 あ る 事 實で あ る。 MUIR 及 び 楚南氏 は こ 丶に

い ふ 後胸背後孕 を第一腹節前牛 と して 取 扱 つ て ゐ る
。

　こ の 爾亞 科 以 外 に發 昔 す る Pentatemi （laeは Seute！lerinae 中の 7etyraria群

の もの で
、

こ の 類 の 發音 器 は 鑢 板 は 腹部 下 面の 兩側 數節上 に一 對イ∫
：し、 之 を各

反 對側 の 後脚の 爪 で 摩擦 す る もの で 、 その 構 造 は 全 く前 記の 二 亞科の もの と異

る 、
こ L には この 群 中 の θ而 湘 副 甑 （ヨ ー v

ッ
パ 産）Zl．oe　Pachycoris（南 ア メ ジ

カ 産） の 標本 を供 覽 した．

16　哺乳動物卵子 の 蛋 白分解作用及 び

　　其卵子 の 第二威 熟分裂 との 關係

山 根 　甚 信 （札 幌 ）

マ ウ メ
、 白鼠 、 海 獏等 に於 て 卵子 の 第二 極體形成 が精子 の 卵 内侵入 後 初め て

1） 昆 蟲世 界，Vo1．2う
， 1，，361 − B6B

，
　1921．

2）　Tran8 ．］ヒlnt．　Soc．　LondOnJ907 ，　P ．256− 2δ3，1907．
3）　　臺灣博物學會 々 報 ，

丶
7
（診L ］0，p●126 − 128，ユ92〔｝，
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起 る 事 は 既 に GERLhCH （1890）SUB （］
’
1
’
T ．N （1δ95

，
1907）Ru ］1．LscHKIN 　C1905）L い 「ト

（1913）の 如 き諸家 の 報告 に よ bて明か で あ るが 何れ も自然觀察 の 結 果推論 した

もの で あつ て果 して精子 の 卵 内侵入 が 第二 極體形 戒 の 原 因で あ るか或 は 此 兩 現

象は 單に偶 然、時 間的 に相重 な る に過 ぎig　ln の で あ る か 今 目徇 ほ知 られ て居 な

い
。 本研 究 で は 先づ 兩者 の 聞 に 因果關係あ る事 を賓験 的 に證 明 した

。 家 兎に於

て は OVulationは Copnlation の 刺激 を要 す る か ら發情 中の 牡 兎に 輸 精管結紮

牡 兎 を交 配 す る時は交尾後 ］0 時問内 外 で 第
一

成熟分裂 を終 へ た 帥第
一

極體を

所有 す る卵子 を卵巣 よ う輸 卵管内に放 出す る
。 斯 か る卵子 を

「Vyrode 液 に入 れ

精 子 を 加 へ 體 温 度 に保 つ 時 は 授精 後約 4U 分乃 至 IS 時 間 で 第二 極體 、 時 に第

三 極 體 を形成 す る。然 る に甥 照的 に精 子 を加 へ ぬ 物 で は幾 時間 放置 す る 竜第二

成熟分裂 は 行 は れ 臓
。 皀卩次 表 に示 す如 く第二 成熟分裂 に は 精 子 の 卵 子 内侵 入が

絶 饗に必 要 で あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 授 精 せ ざ る も の

第一成熟分 裂 に て 停 止 せ る 卵 子 數　　　　　　　　37

第 二 成熟 分 裂 を 行
へ る 卵 子 數 　 、　 　　 　　 C！

授 精 せ る も の

　 　 　 316

　此 奇 異 な現 象の kausaleAna］＞
rse

を行 ふ た め に 先づ 自鼠及 び 馬の 精子 を家 兎

の 成熟gyle加 へ て 見 た、 白鼠精子 を加 へ た 竜の は 四 例中三 例馬精子 を加 へ た も

の は 六 例 中三 例 明に第二 極體 を形成 した 皀P種 屬 を異 にせ る哺乳動物精子 に共通

な る 或 る化學物質 が卵 内で作用 す る 事 が 明 で あ る。 此 化學物質を最 初 は 酸 素で

は な い か と考 へ te
。 蓋 し海星海 蟾 の 卵子 の 如 きは 海水 中の 酸素 の 有 無に よつ て

成熟分裂 が促進夂 は 抑 制せ られ る と云 ふ現 象があ るか らで あ る
。 然 し酸 素琵斯

を種 々 の 量 に含衰 せ た Tyrode 液 に 成熟 家兎卵子 を入 れ て 第二 極 體 を生ず る事

な く此 想 像 は裏切 られ た 。遜 が實驗 中次 の 如 き現 象 に氣附 v ・te． 元來 卵 巣 よ b

輪卵管に 放 出せ られ る 家 兎 の 卵 細胞ば Zona 　pelluciclaな る膜 で 包れ Z．　pPllu−

cicla は 更 に極 め て粘 稠な Diseuszellc・n　 lこよ ら て緊密 に 取圍 ま れ て 居 て 之 を

SPEM ∬ N 氏の 硝 子 針叉 は Hl赴arschiinge で 除去 す る の に極め て 困難を感ず るが

荘 し豫 あ 精子 を振 bか け て操 作す る時は Dlscuszellellは 斈占稠性 を失ひ
、 大部分

は 自 ら Z 〔ma よ b分離 し殘留せ る もの も容易に除 き得 る と云 ム 現象が 卻 ち夫 れ

で あ る
。 依 つ て Diseuszellenの み を 分離 して

一
方 には 精子 を 加 へ

、 他 方 1こは

精子 を加 へ ず に 37℃ の恒 温 器 に 入 れ 置 く時 は 、 前者 で は 皀旡に 10 分後 には 細

胞は 分散 して器底 に 沈澱 す る も、後者 で は 數時間 放 置 す る 竜更に 變化 せ 組 事 を

見プ〜。 由是觀之 、 精子 は 一種 の 蛋 自分解酵素 を含 む もの と推 論 せ ね ば な ら城

而 し て卵子 を入 れ た Tyrode 液 の 反 應は ア ノ
v カ リ性 で あ る か ら斯か る ア 7v カ リ

溶液 の 内に て作用 し得 る 蛋 白分解酵素は Tryl勲 se で なけれ ば な ら強 と云 ふ事
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）

に な る。然 らば精 子 の 代 うに Tryptasoを 作用 せ しめ た 時 笛二 威 熟分裂が起 る

や 否 や が 次 で 起 る疑 問 で あ ら う。種 々 の 實驗 の 後 Pallcre而 1｝ を 0，15％ の 割合

に Tyrode に溶解 させ 此 中に第一成 熟分裂 を終 つ た卵 子 を 8− IO 分間 入れ 更に

Tyrode 綾 に 返 し て 2 時間 餘放 t す る時 は 朋 に 第二 極 體を形成 する 事精子 侵 入

の 場合 と杢 く異 ら糧 事 を見 禺 した 。

　上 蓮 の 三 つ の 事 實帥 ち

　 （1）　卵子 の 第二 成熟分裂 に は精 子侵 入 が絶甥 に必 要 で あ る。

　 （2） 精 子 は
’

「ryptase を含有す る。

　 〔3） Tryptase を以 て 純 化 學的 に 卵 子 の 第二 成熟分裂 を起 す事 が出來 る。

か ら推 斷 し て受精 に 際 し精 子 が 卵 子 内 Tryp 幡 e に搬 入 し卵子 の 原 形 質を分解

して 第二 成熟分裂 を促 す もの で あ る事 が 明 で あ ら うe 此 最 後 の 結論は 哺乳動 物

の 受精 の メ カ ニ ズ ム を研究 する に重 要 な事 で あ つ て 、 主 と して 海膽 卵の 實驗 に

基づ い て 立 て られ た J・　LOEB の
“
　lysin　）「

設 で IS）ijNI−lc　fei
’tilizatioii　membrane

を形残せ しめ る 種 々 の 化 學的物 質か ら推論 し て精子 が cyL 。lyticの 作用 を持つ

物 質所謂 1ysh・ を含む もの と信ぜ られ 然 も其大體は lipoidを溶解す る性 質の 物

とせ られ て居 るが 、 哺乳動物 で は IYsillは 蛋 自質 を分解す る性質の 物 で あつ て

而 も從來 幾多の 先人の 努 力 も室 し く檢 出 し得 なか つ た 酵素 で あ る と考 へ られ

る。

｝

17　繊 毛運動 を限極 す る細胞 内 の 酸化 還元 電位及 び 水 素 イ オ ン 濃度

野 　 村 　　七 　 録 　〔仙 臺 ）　 o）t 上 初 H ）

小 久 保 清 　治 餞 鉚

　 18　成長竝に習性 に件 ふ 魚類腦 の 組織學的變化

第一 報硬骨魚類腦 に於 け る プ リッ シュ 氏球核 に就 い て

鈴 木 直 吉 （仙 臺）

　相 異 る成長度 を示 せ る 日本産 魚類 の 稚 魚例 多 數 を得 て これ ら魚類腦 の 成 長 竝

に 習性 に 伴ふ 組織學 的變化 を研 究 せ b 。
1 丶 に 第一報 と して硬 骨蕪類 十 五 種 四

十 六系列 の 腦 連續切 片標 本 の 顯微 鏡的檢 索 に よ う先第
一 に こ れ ら腦の 中腦部 に

於 V て 發現最 も顯 著 な る プ リ　．．　
・Y ユ氏球 核竝 に其 杢 副部 との 相 關に就 い て 材料の

許 す範 圍 に於 い て精 確 な る考 察を 企圖せ b。
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